
№２6５３             生活と健康を守る新聞 付録            ２０２３年７月２日 

 

新潟県生活と健康を守る会連合会 

〒950‐0088 新潟市中央区万代1-2-６-403  

ＴＥＬ０２５－２４１－０２８８ 

https://niigatakenseiren.iinaa.net/index.html 

一人はみんなのために 

みんなは一人のために 

新潟県生連は５月２６日、新潟市で「今こそ、制度の利用を活発に～人権、人間らし

く生きる権利を守るために」（学習会）をおこないました。村上、新発田、北区、秋葉

区、新潟、三条、長岡の守る会から２８名が参加し、熱心に学習し交流しました。 

生活保護基準がさまざまな制度利用の目安になることか

ら、南益久県生連副会長が保護基準の計算について講義を

しました。次いで、野沢慎一郎常任理事が、医療費一部負

担金免除・減額、国保料（税）や住民税の減免・滞納の免

除などについて説明をしました。 

参加者からは、「６月１５日に国保料（税）、住民税、

介護保険料が決められて通知が来る。今、急いで制度を知

らせる宣伝をしたい」「自分の守る会でも学習会をしなく

ては」などの意見が出されました。 

【窓口で払う医療費一部負担金・全額免除の

対象】新潟市の場合は、収入額が生活保護基

準の約1.1倍以下で、預金額が保護基準の1.1

倍の３カ月分以下の世帯。 

新潟市中山班・丹藤和子さん 
  車いすをつかい５０名分を集めました 
 

「国は裁判で負け越しているのに、生活保護費を引き上げようとしない

のは許せません」。新潟市中山団地班の丹藤和子さん（８０歳）は、電動

車いすをフル回転させ、５０名分の署名を集めています。ご近所、医療生

協の組合員、デイサービス利用者、新婦人の会員などに、「署名をお願い

します」と話します。「物価高なのに年金引き下げられて生活が大変だ。

頑張って」「署名が実現するといいね」「軍備拡大で福祉を削るなんて、

やめてほしい。頑張ってください」と激励されたとも。「思うように動け

ないけれど、もっと多くの署名を集めたい」と話しています。 

Bさんは、自分でもいくつかの医者にかかってい

ますが、奥さんがガン治療の最中で、毎月の医療費

が大変です。毎月の病院への支払いは、高額療養費

制度を使っても４４，４００円かかります。治療は

まだまだ続きます。奥さんは、病気のため働けませ

ん。夫のBさんも営業を廃業し、現在収入がありま

せん。わずかな年金で暮らす状態になりました。 

国保の一部負担金の免除制度があることを守る会

で教えてもらい、さっそく区役所に手続きに行きま

した。 

 ガン治療にかかる毎月４万円超の窓口払いがゼロに！ 
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 ５月２１日に行われた第４８回新潟県生連総会決定に基づいて、方針をつくり、新しい役員を

選出する各守る会の総会が計画・実施されています。６月３日に行われた第６０回新潟守る会総

会での発言を紹介します。 

●優しい人がいっぱいいる 
最近、新潟市内引っ越してきました。１０年前

からその地域の守る会の役員をしていました

が、優しい方がいっぱいいます。全国で守る会

が低所得者のくらしを応援して運動しているこ

とは、素晴らしいことです。守る会があって、

これまでやってこれました。 

 

●今度は困難な方の話を聞いてやりたい 
１０代から３０代初めまで精神が不安定で心療

内科にかかっていました。守る会に入って、人

生マシになってきたと思います。今度はウツと

かノイローゼの方の話なら、共感をもって話を

聞けるのではと思っています。 

 

●１０年目に助けてもらった 
今回友達２人を助けて下さいと相談を受け、入

会してもらいました。素晴らしい会だと思いま

す。役員も一所懸命動いてくれました。守る会

を大きくして、困っている人を救いたいと思い

ます。 

 

●守る会の相談活動、支援する人とされる人

がごちゃ混ぜ 
昨年１０月に入会しました。今まで福祉は考え

たことがありませんでしたが、これほど福祉が

貧弱だとは思いませんでした。守る会の相談活

動を見ていて、目からうろこでした。支援する

人とされる人がごちゃ混ぜ。みんなの助け合い

ですね。 

 健康保険証の廃止はやめて 
マイナンバー立ち止まって見直しを 

       小千谷市 久保田利章 

 

 連日マイナンバーカードをめぐるトラブル

が起きていおり、国はいったん運用を中止し

て総点検を行うべきです。これまで何の問題

も起きていない紙の健康保険証を、来年秋に

廃止するなど、理解不能です。直ちに中止す

べきです。世界的にマイナンバーカードが使

用制限や廃止されているとき、日本でも立ち

止まって考え直す必要があると思います。 

 私は守る会の会員になって４４年に

なります。入会して間もない頃、「な

んて“人間くさい”会なんだろう」と

感じたことを思い出します。会員の方

は“私は私らしく生きる権利を持って

いる”という人権意識をしっかり持っ

ていて、本音でその人らしく生きてい

たからだと思います。 

 現在、貧困は自己責任と責められる

殺伐とした世の中になっていますが、

こうしたのは自公政治です。「針の穴

ほどの人権侵害も許さない」、そのた

めにみなさんといっしょにがんばって

いきます。よろしくお願いします。 

就任のごあいさつ  新潟県生連会長  野本 孝子 

☀夏期募金にご協力ください☀ 
 新潟県生活と健康を守る会連合会は、事務所で

働く職員（専従者）の生活を保障するために、給

与１ヵ月相当の夏期手当を支給し、くらしを守る

制度の宣伝と相談活動などの活動資金をつくるた

めに「夏期募金」に取組んでいます。 

 募金の趣旨をご理解いただき、大きなご協力を

お願いいたします。お近くの生活と健康を守る会

にお届けください。 


